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中小企業の現状と課題について

１．人手不足の状況と対応

２．価格転嫁の動向

３．事業承継

４．事業継続・事業再生

５．起業・創業、スタートアップ
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１．人手不足の状況と対応

• 人員が「不足」と回答した割合は65.6％となり 、深刻な人手不足の状況。

• 人手不足への対応方法は「採用活動の強化」が最多の約８割。

• 一方で、生産年齢人口が減少する中、採用だけでなく省力化や多様な人材の活躍などの取り組みが求められる
が、いずれも４割以下にとどまっている。

※複数回答可 n=1,961【人手不足の対応方法】
（人員が不足している企業）

出典：日本商工会議所・東京商工会議所「中小企業の人手不足、賃金・最低賃金に関する調査」（2024年2月）
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【人手不足の状況】
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過剰品質・過剰サービスの見直し

多様で柔軟な働き方の導入（テレ…

労働時間・残業時間の増加

デジタル・機械・ロボットの活用

従業員の能力開発

女性・高齢者・外国人材など多様…

事業のスリム化、ムダの排除、外…

採用活動の強化（非正規社員含む）

事業のスリム化、
ムダの排除、外注の活用

女性・高齢者・外国人材など
多様な人材の活躍推進

多様で柔軟な働き方の導入
（テレワーク、副業・兼業など）



3

Copyright (C) The Tokyo Chamber of Commerce and Industry All right reserved.

２．価格転嫁の状況について

• 価格転嫁の状況について、「全く転嫁できていない」割合は、原材料・仕入費用では約２割だが、エネルギー
費用、労務費・人件費、その他経費（運送費、広告費等）では４割を超えている。

• 価格転嫁に関して、外資系企業との取り引きや、運送業における多重下請構造是正に関する企業の声がある。
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【コスト増加分の価格転嫁の状況】
全く転嫁できていない

n=1,329

n=1,310

n=1,307

n=1,292
※運送費、広告費等

出典：東京商工会議所「中小企業の経営課題に関するアンケート」（2023年12月）（n=1,429件）

【中小企業の声】

⚫ 取引相手が外資系企業であるため、海外の本社の理解を得られず価格転嫁ができない。国が企業名を公
表しているが、公表されても問題ないというスタンスで効力がない。（港運事業者・120人）

⚫ 外資系企業は価格転嫁の話を切り出すとまずは本社に確認すると保留され、その後断られるケースが散
見される（金属製品製造業・140人）

⚫ 荷主が値上げを承諾しても大半を大手元請けが吸収して、実運送企業には恩恵がない。荷主から元請け
に支払う金額の35％しか実運送企業に入らない。多重下請構造の是正も必要。（運送業・35人）
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３．事業承継

• 後継者（候補含む）との関係は、親族内承継が72.6％と高い割合。従業員承継は３年前の調査から８ポイント
増加 。現代表者と先代代表者の関係は、最近、事業承継を実施した事業者ほど、従業員承継の割合が増加。

• 後継者（候補含む）がいる事業者は約５割、後継者を決めていないが事業は継続したい企業は約３割。

【事業承継した時期別「現代表者と先代代表者との関係」】

【後継者（候補含む）との関係】

出典：東京商工会議所
「事業承継の実態に関するアンケート」
（2024年2月）（n=1,661件）
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※複数回答（）内は2020年調査結果 【後継者の決定状況】
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• 東京都中小企業活性化協議会の相談実績に関して、コロナ融資の元本返済が到来する中、2023年度は前年度を
上回る相談件数。また、資金繰り支援から計画策定支援へ重点を移行させるべきだが、計画策定支援は横ばい
にとどまり、相談・支援の遅れによる再チャレンジ支援件数が増加している状況。

• コロナ融資等の支援により、2020年の経営安定特別相談室の支援件数は抑えられていたが2021年以降は増加。
相談内容も整理（破産）が７割を超えている。

４．事業継続・事業再生

【東京都中小企業活性化協議会の相談状況】

出典：東京都中小企業活性化協議会 提供資料

【経営安定特別相談室 支援件数】
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【経営安定特別相談室 二次対応・専門家相談指導の内容】
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• 東京商工会議所における創業相談の件数は年々増加

• 学生の「起業」に対する印象は「リスクが大きい」が最も多い。起業家講演後に「起業」の印象を聞くと約半
数が「プラスに変わった」と回答

• 中堅・中小企業においても「スタートアップ」との連携ニーズは一定数存在。

５．起業・創業、スタートアップ

【東京商工会議所 の「創業」相談実績】 【起業家講演会（東商実施）・受講生アンケート】
※2023年度実施 ４大学・学生450名に対するアンケート（件）
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Ｑ．「起業」に対するこれまでの印象（複数回答） Ｑ．起業家講演を聞いて、「起業」
に対する印象は変わったか

【中堅×中小企業 東商マッチングピッチ（2023年度）】※NEXｓ TOKYO、大阪・京都・神戸商工会議所等と連携して実施

日付 内容 参加者

６/７ 「販路開拓・新規市場開拓」特集 81名

９/６ 「業務効率化」特集 68名

11/９ 「海外展開・インバウンド」特集 105名

12/11 「人材採用・育成」特集 73名

1/26 「業務効率化・中小ＤＸ」特集 81名

登壇者と参加者とのマッチング実績
中小企業からスタートアップへの
相談・問い合わせ件数合計

５９７件

上記件数の内、実際にスタートアップの
サービス導入等の連携に至ったのは６９件
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